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教員養成課程における実践的指導力の育成に向けて
─音楽づくりの実践：「クロック・オーケストラ」─

近藤 真子＊

Consideration for Fostering Practical Leadership in Teacher Training Process:
Through Creating Music of “Clock Orchestra”

Shinko KONDO

要旨 教員養成の課程において，授業で，子ども達を「深い学び」へと誘える授業をデザインできる能
力，いわゆる教師力や実践的指導力を育成するには，学生自身が，音楽表現体験をとおして，自他との
対話により思考がさらに多様になり，学びが深化する学習課程を体験・実感しておくことが大切である．
本稿では，筆者自身がアメリカの教育現場で実践してきた様々な音楽活動の中でも，学習者が楽しめる
創造的な活動の一つである「クロック・オーケストラ」音楽づくりを実践例としてとりあげ，小学校教
員養成課程における実践指導力の育成に資する「体験（型の学習）」「協働的学習」のあり方，その実践
と意義について考察した．

キーワード：深い学び 音楽づくり 教師力 実践的指導力の育成 協働的学習

⒈　はじめに
筆者はアメリカの教員免許を取得するためにミ

シガン州オークランド大学音楽教育学科教員養成
課程で Jackie Wiggins に師事した．爾来，約 20
年に及び女史のもとで主に音楽づくりの実践と音
楽教育研究を重ねてきた．

この間学んだことの中で最も重要なことは，音
楽の学びにおいては何よりも学習者が学びの主体
者として他者とかかわりながら実際に経験するこ
とに基づいて意味や理解を創り上げていくことで
ある（Wiggins，2009）．教員養成課程においても，
学生自身が音楽表現体験において，音や音楽と直
接かかわり，自他との音楽的コミュニケーション
や対話的な学びをとおして，多様な発想によって
学びが深化する学習のプロセスを自ら体験・実感

＊  こんどう　しんこ 文教大学教育学部非常勤講師

することが重要であると考えられる．これらの体
験により，子どもの音楽づくりの授業において，
教師はその学びが深化するプロセスや，表現の深
まりをあらかじめ音として具体的に描けるように
なる．そのことにより，教師が指導の手立てを工
夫したり，子どもの学習状況に応じて適切な働き
かけや支援を考えたりできるようになるのであ
る．それは，近年文科省が強調している教師の実
践的指導力の育成につながるであろう．文科省が
期待する実践的指導力のある教師像，すなわち社
会からの尊敬・信頼を受ける教員，思考力・判断
力・表現力等を有する教員などの育成は，教員養
成における重要な課題の１つである．将来日本の
教育を担う学生自信が，主体的・対話的で深い学
びをとおして，自らの創造的な表現力や指導力を
高めることは，子どもの音楽表現力や創造性を向
上させるうえで非常に大切である．
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したがって教員養成大学における音楽科教育関
連の授業においても，創造的な音楽づくりの活動
を実際に体験し，学生自らが，音楽科における「味
方・考え方」をどのように働かせ，どのような視
点で物事を捉え，どのような考え方で思考してい
くのかという学びのプロセスを経験しておく必要
がある．

本稿では，小学校教員養成課程の音楽科教育 I
と音楽科教育 II のクラスにおいて，受講学生を
対象に行ったグループによる音楽づくり「クロッ
ク・オーケストラ」の実践および分析について述
べる．更に，本実践の分析をとおして得られた成
果をもとに，音楽科における体験型の学習や対話
的・協働的学習のあり方について考察すると共に，
実践的指導力の育成に向けた創造的な音楽づくり
の可能性について言及する．

２.　「クロック・オーケストラ」音楽づくり
（１）「クロック・オーケストラ」の概要

「クロック・オーケストラ」は，時計を使った 1
分間ミュージック．筆者がアメリカの教育現場で
実践してきた多様な音楽活動の中から，2002 年
に筆者自身が新たに考案した創造的な音楽づくり
活動の一つである．

文字盤のついた時計の絵に複数のパートの図形
楽譜を書き込み（図 1），実際の時計の秒針の動き
に合わせて，予定した秒数分の間，工夫した音を
即興的に表現する活動である．この音楽づくりは
1 分間というルールがあるのみで，音素材や表現
方法などは自由である．したがって，音や音楽と
直接向き合いながらそれぞれのアイデアで創造的
に音楽表現ができる．

この活動は，音楽的技術や読譜力の如何にかか
わらず，創造力を働かせて表現ができるため，年
齢や経験に関係なく，幼児から大人まで時計の秒
針の動きを読むことができればだれでも気楽に音
楽づくりができる．大学では学科に関係なく他専
修の学生も十分楽しめる音楽活動である．

＜図 1＞　「クロック・オーケストラ」の譜例

（２）「クロック・オーケストラ」誕生の背景
この音楽活動の原点は，音楽演奏における全体

と個人，総譜とパート譜（図 2）などの関係を認
識するためのに筆者が音楽の授業に導入として実
践したことである．合唱や合奏，アンサンブルな
どの活動では，個人の演奏だけではなく，グルー
プや集団の中での演奏をつうじてこれまでの個人
としての演奏や表現とは違って，他者の音や音楽
とのかかわりの中で自分を表現したり演奏したり
することになる．「クロック・オーケストラ」音
楽づくりにおいても，全体の響きの中で，自分と
音楽，指揮者（秒針），楽譜（時計の図形譜），他
のパート（仲間の音）を聴き，関わりの中で音楽
を紡ぎだす体験ができる． 活動形態は違ってい
ても同じような全体と個の関わりにおいて音楽が
創りだされる活動であることに気づいた．前述し
たように，全体と個人，総譜とパート譜などの関
係を認識するために行っていた「クロック・オー
ケストラ」が，独立した創造的な学習活動として
成立しうるものであり，子供たちの内なる音楽性
や表現力を引き出す可能性を秘めているという確
信を得たのである．



― 205 ―

教員養成課程における実践的指導力の育成に向けて ─音楽づくりの実践：「クロック・オーケストラ」─

＜図２＞「クロック・オーケストラ」の総譜とパート譜

（３）「クロック・オーケストラ」の教育的・音楽
的良さ

子どもは生まれ育った環境から 1 つのものをみ
てもそれぞれに感じ方，表現の仕方，思いが違う．
それを暖かく受け入れ，許してくれ，表現しても
いいのが「クロック・オーケストラ」である．こ
の活動は子ども主体で行われ，教師が介入する時
間は少ない．そして，音符が読めなくても，楽器
が演奏できなくても，イマジネーションを働かせ，
個々の創造力や感性を生かしながら音楽や表現の
世界を探検することができる（Paynter， 1992）．
それは，自分と周りの自然，人，場所，アイデア
や行動をより新鮮な視点から見る力，創造の才を
育むのである．自分（たち）なりのアイデアや方
法でより良い音楽を創りあげていくために，一人
一人が可能な限りの音楽の知識や技能をもち出
し，それをグループの中で共有しながら，音や音
楽と真剣に向き合い考えることができる良さがあ
る．

楽譜では表しきれないことを 時と空間の中に
実現し，イメージや創造したこと，抽象的な音の
流れを視覚的に図形楽譜などによって描く．それ
を創造性と感性をもって音で表現していく．フ
リーリズムの音楽や様々な形をした旋律群や音群
のポリフォニーの中から，抒情的な世界が広がる
音楽づくりの可能性も期待できる．

また，指導者側からみれば，たくさんの可能性

を秘めているからこそ，教師自身の指導の目的や
子どもや学級の実態に適応した音楽づくり活動に
なるようにいかようにも応用できることはとても
有用であり，教員自身の音楽性や教師力が生かさ
れたり，音楽授業デザイン能力の促進へとつなが
るとも考えられる．発展例の一つとして子ども達
に人気のある活動の一つを紹介する．

＜応用編＞（例）コマーシャルをつくろう！ 
ルールは，
•	 新発売のお菓子　―　1 分間のコマーシャ

ルをグループでつるく．
•	 音素材の中に商品名を必ず入れる．
•	 音楽的，視覚的に視聴者の興味を引くため

の工夫をする．（商品を買いたくなる）
•	 ダンス・楽器・音素材は自由．
•	 クロック・オーケストラの図形譜の作成．
•	 1 分間のコマーシャル映像を録画し製菓会

社の宣伝部へ送る．
（４）「クロック・オーケストラ」の指導法
①活動のためのルール

クロック・オーケストラの活動を行う上で，は
じめにに示すルールは以下の 4 点である．

•	 作品の長さは 1 分間．
•	 秒針の動きを指揮者として見る．
•	 個人またはグループでパートを分担する．
•	 音素材や表現の仕方は自由．

②準備するもの　
本物の時計（秒

針のある），時計
チャート（図 3）

＜図 3＞　時計チャート
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③活動例
個人で音素材を選ぶ→グループでもちよる→音

のアイデアをタイミングや組み合わせを考えなが
ら音楽をつくる→アイデアを時計チャートに記録
として書き込む→グループで演奏の工夫をする．
→グループごとに発表する→感想を述べ合う→ク
ラス全体で本時の代表作となるグループの作品を
選び全体で演奏する．

④指導上のポイント
◦	 子ども達の生活や体験と結びつけることに

よりアイデア等を引き出す．
◦	 表現の個性，多様性を認める．
◦	 Shared Musical Understanding （音楽理解

の共有）（Wiggins，1999/2000）：アイデ
アや理解を共有できる協働的な学習環境を
デザインする .

◦	 対話の促進
◦	 安全，安心，信頼関係の樹立
◦	 生徒の学びの観察
◦	 自立を見守り支援　（スキャフォルディン

グ）
◦	 信じて待つ
◦	 問題解決学習：グループ音楽づくりとその

演奏がうまくいくための工夫を話し合う .
◦	 聴く人，見る人に興味をもたせる音楽的表

現の工夫をするよう働きかける．

３．教員養成課程における「クロック・オー
ケストラ」の実践と研究

（１）	研究の概要
本研究は，教員養成課程の学生を対象に行った

グループによる音楽づくり「クロック・オーケス
トラ」の実践を観察し，学生による感想レポート
をデータとして調査・分析した質的研究である．

＜対象と期間＞
2018 年度春学期・秋学期，音楽科教育法 I，音

楽科教育法 II を履修した学校教育課程の学生と

心理教育課程の学生のうち，「クロック・オーケ
ストラ」音楽づくりの授業に出席した２，３年生（6
クラス：N=348）を対象とした．　

＜本実践の流れ＞
音楽づくり「クロック・オーケストラ」テーマ『お

化け屋敷』の実践
「クロック・オーケストラ」作品例の鑑賞→ルー

ルの説明→クラス全体で，ボディーパーカッショ
ンと声を音素材として使った「クロック・オーケ
ストラ」音楽づくりを体験→グループ（8 ～ 10 人）　
に分かれる，『お化け屋敷』をテーマに「クロック・
オーケストラ」音楽づくり→グループごとに作品
発表→感想を述べ合う→活動の成果，気づき，感
想をレポートにまとめて提出．

（２）	調査方法
•	 受講学生による感想レポート
	 「クロック・オーケストラ」音楽づくりを

体験した学生を対象に，授業の最後に感想
レポート用紙（B5 版　裏表）を配布し，
書いてもらったものをその場で回収すると
いう方法で実施した．おもな内容は ①他
のグループの音楽づくり発表で気づいたこ
と．良かったこと．更に工夫した方が良い
と思ったこと，②「クロック・オーケスト
ラ」音楽づくりを体験した感想の２つに分
けて書いてもらった．

•	 各グループによる作品発表の録画映像
•	 ティーチャー・リサーチャー（筆者）によ

る授業の観察記録ノート

（３）分析方法
参加学生による感想レポート全てに目をとお

し，学生の音楽づくりや協働的な学びに対する気
づきや興味・関心の所在と傾向を知るためにコー
ドによる分類・整理をし，分析をおこなった．観
察記録，作品を録画した映像，感想レポートによ
るトライアンギュレーション　（Triangulation）
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もあった．」「紙やナイロン袋をペラペラさせる風
の音や，黒板を押したり引いたりする使い方が新
しく意外性があって面白かった」など，他のグルー
プにはない音や自分にとっては初めての音，意外
性や新鮮さに興味や関心がよせられ，音素材を表
出する工夫や，創造力をかきたてられる音を「良
かった．」と評価する意見が多かった．

②音楽要素と表現のかかわり
1 分間の「お化け屋敷」の音楽づくりで，怖い

感じをだすための工夫をする中で，音楽を形づ
くっている要素などの働きについて実感を伴いな
がら理解し表現に生かそうとしている様子が観察
された．

•	 クライマックスに向かって音が大きくなり
盛り上がっている感じがした．

•	 どんどん音が増えて重なっていくと，何か
が来る感じがして切迫感があった．

•	 音楽に緩急があると面白いと感じた．
•	 テンポを上げていくことで，どんどん近づ

いてくる，すぐそばまで来ているという緊
迫感があった．

•	 無音の時間があってドキドキした．
•	 クレッシェンドや休符の効果でどんな雰囲

気がつくれるのかやってみるのがとても面
白く感じられた．

•	 どうやれば怖くなるかを考えながらやるの
はワクワクした．

•	 テンポ，リズム，それぞれ工夫しないと怖
くならないことを実感した．

により信憑性の確立を図った．

４.　実践の結果と考察
本実践の結果として，学生の感想レポートを（1）

友達のよいところに気づき，音楽や仲間とのかか
わりが深められた（2）他のグループの発表をみて，
自分たちの作品をさらに工夫できた（3）グループ
音楽づくりで実感したことと指導への意気込みの
大きく 3 つのカテゴリーに分けて報告する． 

（１）	友達のよいところに気づき，音楽や仲間と
のかかわりが深められた．

①個性の尊重と重視
音楽づくりのプロセスでは，「楽器を用いなく

ても音楽はつくれるということを一番感じた．」
といったように，これまでの「音楽づくり（作曲）
は難しい」という固定観念にとらわれることなく，
音素材の可能性に興味をもつようになったことが
観察された．音素材に着目した気づきや発見，音
とイメージを結びつけた感想では，「聞いたこと
のない音，これはどのようにだしているんだろ
う？という音がいくつもあり，聴いていて楽しく
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（２）	他のグループの発表をみて，自分たちの作
品をさらに工夫できた．

「自分の班と他の班とでは構成や音，表現方法
が全く違って面白かった .」という感想が多く見
られたことからもわかるように，他グループの音
の使い方や表現方法に興味をもち，関連付けたり，
相違をみつけたり，様々な刺激を受けていること
がわかった．
①構成や表現方法に関して

•	 重ね方や組み合わせを工夫することでオリ
ジナリティのある音楽づくりができると
思った．

•	 途中で音が止まって，また大きくなったり，
構造をよく考えていたと思った． 

•	 音の強弱があって考えているなと思った．
•	 同じリズムが反復されたり，そこに何の音

か分からない「コオー！」という音が出て
きたりして怖かった．

•	 最後を音無しで終わらせていたところがさ
らに恐怖を感じる構成になっていて面白
かった．

•	 ラスト 5 秒前に何も音がなくなるのは，「何
か起こりそう」と思うのでクライマックス
を盛り上げるには効果があった．

•	 ピアノの音が最初に入っているのに乗っ
かって，どんどん異なる楽器がはいってき
てより重層的ですごかった．

•	 同じ楽器の組み合わせでも，構成がかなり
違っていて面白かった．音の組み合わせも
大事なんだなと思った．

•	 足音も私たちがやっていたのとは全然違
い，同じ音の出し方でも少し変えると全く
音も大きさも変わるんだなと気づくことが
できました．

•	 ピアノの音の使い方が，私たちの小さい 2
つの音を交互に弾くのとは違い，大きめに
弾くことで，違った恐怖があった．

•	 人によって「怖い」の感覚が違うと感じた．
•	 同じテーマだったが，こんなにも班で差が

出るのかと改めて思った．

②発表の仕方に関して
•	 少し照れがあってもったいない．自分たち

の演奏の時は勇気をもってやろうと思っ
た．

•	 声を出すのが恥ずかしい人が多い中，他班
では思いっきり声を出しているのをきい
て，自分も頑張って出してみようと思えた．

（３）	グループ音楽づくりで実感したことと指導
への意気込み． 

グループ活動に関しては，「うまくタイミング
が合わず，見失って少し焦った．予定とは違う 1
分間の演奏になってしまった．それでも，グルー
プみんなでアイコンタクトをとりながら助け合っ
て演奏できたのでよかった .」といったように，
合わせることの難しさを実感しながらも，協力し
て仲間と共に創ろうと努力する態度が見うけられ
た．そして，グループ全員が協力して一つの音楽
をつくりだすことができた喜びや，達成感を味
わったという感想が多く見られた．
①体験をとおして実感したこと

•	 音で何かを表現するのは楽しいと素直に
思った．

•	 すべてが自分たちからのアイデアなので主

＜図 4＞ 譜例　「お化け屋敷」
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体的な活動だと感じた．
•	 考えている時と実際にやってみるのとは

ギャップがあった．
•	 怖さを表現するのは難しいなと思った．
•	 すごく緊張した．緊張していたので 1 分と

いう時間がとても長く感じられた．
•	 思った以上に，ほかのメンバーとタイミン

グを合わせるのが難しいと思った．
•	 1 人でやるより他の人とグループをつくっ

て考える方が新しい考え方，見方を得るこ
とができると思った．

•	 自分のパートだけではなく，他の音の大き
さや種類を考えて自分の音を出すので以外
と難しかった．みんなの音を聞きながら演
奏することも大切だった．

•	 はじめと終わりが大事だと感じた．
•	 周りとのコミュニケーションがとても大切

だと実感した．

②「クロック・オーケストラ」のおもしろさ
•	 楽しんでやる一見遊びのように見えるけ

ど，本気でやると頭も体も使う活動だとい
うことがわかった．

•	 1 つテーマを決めてそれをベースに考える
ので，とても楽しく音を探せました．考え
る段階では，どこに何をいれたらより怖く
なるかや全体の中でどこを盛り上げるかな
どを試行錯誤できた .

•	 楽譜にかいているイメージと実際にやって
みたときどう聞こえるかが違っていて面白
いなと思った．

•	 簡単なルールで工夫次第ではすごく良いも
のがつくれるし，工夫をみんなで考える時
間がおもしろかった．

•	 秒針をみながら班で一つの音楽をつくれる
ことのすごさを感じた．

•	 グループの仲間と協力して音をつくりだ
し，一枚の紙をみんなで囲むことがとても
良いと思った．

•	 楽譜が読めない子でも誰もが見慣れている
時計を用いることで，全員が同じ取り組み
ができると思った．

•	 うまい，下手を気にすることなく音を楽し
むことができるのが良いと思った．

③指導者の立場として
•	 テーマを変えることで何度か授業に取り入

れることができ，子どもを相手に実践して
みたいと思った．

•	 大学生でこんなに楽しめるなら，小学生な
らもっと楽しめて音楽を好きになるきっか
けになるのではないかと思った．

•	 児童たちに自由に音を探したり，楽器だけ
じゃなくても曲をつくったりすることので
きる楽しさを味わってほしいと思った．

•	 教師の支援のありかたについて考える
きっかけとなった．

•	 今回は授業にあるものを使ったが，家にあ
るものや身近なものを持ち寄って（例えば
ペットボトルとか）音をつくっても良いと
思う．

（４）実践の考察
教員課程でのグループによる音楽づくり実践に

おいて，学生は学びの中心的存在になり，仲間，
音楽と直にかかわりながら音素材をみつけ，アイ
デアを出し合い仲間と協力しながら音楽づくりを
体験した．

学生の中には，音楽に苦手意識をもつ学生，音
楽づくりを経験したことのない学生も含まれてい
た．しかし，グループでの音楽づくり体験をとお
して自分が音楽のアイデアを他者と共有できたこ
とへの自信，個々のユニークさを認めて受け入れ
てくれたり共感してくれた時の喜び，難しいと感
じたがグループでやればできたという達成感を味
わったことで，音楽づくりの授業を実践してみた
いという意欲につながっていった． 

グループによる音楽づくりでは，生徒間で言語
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による対話ばかりではなく，音楽による対話，ア
イコンタクトやジェスチャーを使った非言語によ
る対話が連続的におこり，個々の音楽アイデアは
表現され，受け入れられ，試され，夫々のアイデ
アの違いやギャップから　より音や音素材に関心
が高まったり，新たな発見があったり，また，イ
マジネーションが広がり，創造への好奇心が強
まった様子も観察された．

また，自分の経験や知識と関連付けたり，比較
したりすることで，音楽要素と表現の関係に気づ
いたり，音の重なりの面白さや意外性に感動した
り，音楽づくりへの興味や関心が高まったように
思う．また，グループでできた作品を発表をする
ことによって協働による達成感や感動もえられた
ようである．これらのことは，自己存在感の認識，
自己感情を高め，他者とつながる力を育てること
にもつながっていくであろう．それは，音楽をと
おした人間形成の学習を自ら体験したことにもな
ろう．
「こう音楽づくりを指導して」と言葉で指示す

るのではなく，学生が実際に様々な種類の音楽づ
くりを実際にやってみて，「なに What」「なぜ 
Why」「どう How」良かったか，あるいは悪かっ
たかを自分で実感を伴って確信することが大切で
あろう．そのことにより，音楽づくりの指導で大
切なこと，教師の役わりや働きかけについて考え
るようになり，かつ，音楽づくりのプロセスで子
どもがつくり出す細やかな音に対してもおのずと
耳を傾けるようになると考えられる．また，つくっ
た音楽を共有することで， 音楽の諸要素や知識，
学習内容を音楽科指導要領と照らし合わしながら
耳と言葉で確認させることも重要であろう．

今回のクループ音楽づくりの実践において，学
生一人一人が音楽表現を創り上げるプロセスを体
験することで，音楽と関わることの楽しさや表現
するおもしろさなどを味わい，音楽づくりに対す
る関心を高めるきっかけとなったばかりではな
く，音楽表現や構造の工夫を共有するグループで
の取り組みをとおして音楽的理解の深まりを実感

したり，「グループ内でのコミュニケーションの
大切さ」「協働的な音楽活動のよさ」「学びに向か
う力の必要性」なども味わうことができたのでは
ないかと考える． 更には，自信をもって安心し
てアイデアや意見を出すことのできる，主体的な
学びを実現するために不可欠な環境設定の重要性
も認識するきっかけになったと思われる .

（５）	実践的指導力の育成に向けた「クロック・
オーケストラ」音楽づくりの可能性

学生らの感想レポートの中で特に注目すべき点
は，「1 分間という決められた短い時間を，グルー
プのみんなで協力してつくっていく，決して 1 人
では成り立たないことをみんなでできる良さがあ
る .」といったように，体験をとおして「クロック・
オーケストラ」の良さや面白さに気づき，実際の
授業をイメージし始めていることである．言い換
えれば，教師の立場に立って音楽づくりの授業を
考えはじめていることである．この音楽づくりは，
前述したように制限が少ない． そのため，様々
な用途や目的に応じて使える可能性があることが
大きな特徴であろう．例えば，楽器や ITC を使
用することで，音楽やコンピューターの専門知識
を使ってとりくむことも可能である．また，他教
科や地域社会と連携した音楽づくり活動など，
TPO に応じてテーマを設定したり，常時活動の
一つとしても様々なバージョンでの音楽づくり活
動が可能であろう．

このように，「クロック・オーケストラ」は柔
軟性と発展性をもった活動であるため，教師自身
の指導の目的や子どもや学級の実態を知り適応し
た音楽づくり活動になるように，活動をデザイン
する創造力，実践での応用力が必要になってくる．
それと同時に，学びがあり，楽しめる音楽づくり
活動にするためには，子どもたちが安心してアイ
デアを出しあえる学習環境づくりが不可欠であ
る．そのために，生徒同士の信頼関係の樹立，子
ども一人一人の個性を尊重する態度や，一人一人
が輝ける発問や言葉かけができる教師力も必要に
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なってくるであろう．
これらのことは，音楽
づくりを考える上で音
楽授業デザイン能力の
促進へとつながると考
えられる .

また，教材も工夫で
きる．例えば，時計チャ 
ートを紙をつかったも
のだけではなく，大き
なマグネットシートに
時計の絵を描いたもの

（図５）を使用するこ
とで，視覚的に楽に演
奏できる．また，書い
たり消したりできることで，より質の高いディス
カッションと学びの深化が期待できよう．

筆者は，2017 年 8 月に開催された「第 11 回新
しい音楽教育を考える会」のワークショップで「ク
ロック・オーケストラ」音楽づくりを紹介した．
以降，すでに複数の日本の教員に追試されており
2018 年の日本音楽教育学会岡山大会では早川ら
が「クロック・オーケストラ」を使った実践報告
を行っている．今後の小，中学校での音楽授業や
大学の教員養成課程でも実践され「クロック・オー
ケストラ」の更なる可能性が広がることを期待し
たい．

５. まとめ
（１）深い「学び」の視点

平成 28 年末，「幼稚園，小学校，中学校，高等
学校及び特別支援学校の学習指導要領等の改善及
び必要な方策等について」中央教育審議会答申が
出され，予測困難な社会の変化に主体的に関わり，
感性を豊かに働かせながらどのような未来を創っ
ていくのか，どのように社会や人生をよりよいも
のにしていくのかという目的を自ら考え，自らの
可能性を発揮し，よりよい社会と幸福な人生の創
り手となる力を身に付けられるようにすることが

重要であることが示された．日本の学校教育が長
年目指してきた「生きる力」の育成である．こう
した動きは，20 世紀に入り西洋でもみられ ,「学
習の目的は未来に貢献すること」（“Serve us in 
the future”（Bruner, 1960））という視点から，社
会構成主義者や社会的学習理論者ら（Bandura, 
1986; Brooks & Brooks, 1999; Fosnot, 2005; Ro-
goff, 1990; Rogoff & Gardner, 1984; Vygotsky, 
1978; Wertsch, 1985; Zemelman, Daniels, & 
Hyde, 2005,）によって論じられてきている．

これは言うまでもなく，情報化やグローバル化
した変化の激しい現代社会においては，多義性や
新規性が求められたり，個性を発揮しながら人間
関係を形成したり，これまでとは異なった能力や
資質が求められるようになってきたからである．

（２）対話的な「学び」の視点 
社会構築主義の観点から，心理学者ヴィゴツ

キー（Vygotsky，1978）は，知的な能力は他人と
のかかわり合いの中で発達する，すなわち学習を

「個人の営み」ではなく，「社会的な営み」として
捉え，学びの過程におけるコミュニケーションの
大切さを強調した．「発達の最近接領域 1）（Zone 
of Proximal Development）」の提案で示されるよ
うに，子どもは，よりよく知った他者との社会的
インタラクションを媒介して発達すると考え，先
生や仲間からのスキャフォールディング（scaffold-
ing）2）（Wood， Bruner， & Ross， 1976）を学習者
の自律性をもたらす特別な支援として捉えてい
る．協働学習，学習環境デザインということもま
さに，この考え方の上に成り立っていると考えら
れる．

音楽教育の分野で，島崎（2007）は学校教育の
中で音楽科が固有に担わなければならない学力と
して「文化価値の再創造」である「表す力」と「文
化価値の理解と賞賛」である「聴く力」をあげ，2
つの学力を支えるのが「かかわる力」だと主張し
ている．音楽科の学習内容として「かかわる力」は，
音・音楽に「かかわる力」，学習する他者と「かか

<図 5＞ �本物の時計と時計	
マグネットシート
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わる力」の両方を内包する．島崎によれば，音楽
授業における音楽活動は，仲間と関わり合いなが
ら音楽表現を創り上げる中で，「表す力」「聴く力」
がきたえられていくと述べている．更に，「かか
わる力」を土台に「表す力」と「聴く力」が高まる
に従って学習の可能性としての「音楽を自ら学ぶ
力」すなわち音楽学力全体が伸びてく」（島崎， 
2007, p. 40）とし，音楽学習における「かかわる力」
の重要性を指摘している．

以上のようなことを踏まえて考えると，音楽授
業現場において学習者は学びの中心的存在であ
り，現在もっている知識を基盤に，先生，仲間，
音楽と直にかかわりながら，経験したことをとお
して，新しい考え方や概念を獲得し，意味付けし
ながら自らの理解を深めていくべきであり，それ
が学びの真髄であり，「主体的・対話的で深い学び」
ということになる．

音楽科の教員養成課程の授業において，子ども
達を深い学びへと誘う授業をデザインできる能
力，いわゆる教師力や実践的指導力を育成するた
めに，体験型の学習や対話的・協働的学習が今後
さらに重要な意義をもつようになるであろう .　

今後も学生の音楽づくり体験や様々な音楽活動
の実践，協働的な学習をとおしての気づきと共有
が，学生の音楽指導力育成に生かされていくであ
ろうことを期待する．

以下著作からの引用文は，筆者が原著から独自
に訳したものである．
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1）	子どもが独力で行える問題解決の水準（現実的発
達水準）と，大人やより能力のある他者の協力の
もと問題解決を行うことができる水準（潜勢的発
達水準）との間の領域

2）	教育における「足場づくり」（scaffolding）のメタフォ
アーは，もともと理想的教師像を説明する為に
Wood,  Bruner, & Rossらによって使われた . 「活動
を遂行する為の他者からの手助け」の方法である . 


